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＜予防対策＞ 

 予防の基本は、「ウイルスを躰に入れない」「躰の抵抗力を保つ」ことが重要です。 

①こまめな手洗い 外出後、食事前、トイレ後は、石鹸を使用し手を洗う。指の間

や手首まで洗うことがポイントです。 

②マスクの着用 人混みや学校、職場でマスク着用し、飛沫感染を防ぐ効果がある。 

③充分な換気 室内で定期的に窓を開け、空気を入れ替える。短時間でも 1 日に  

数回行うことが大切。 

④規則正しい生活 睡眠不足や疲労がたまると免疫力が低下します。しっかり睡眠

をとり、バランスの良い食事を摂取する。 

⑤体調が不良時は無理をしない。 発熱や咽頭痛がある場合は、登校・出勤を控え、

周囲への感染を防ぐと共に、早期に専門の医療機関の受診が必要。 

 

＜予防対策に対して 最近の話題＞ 

重症化予防にはワクチン接種、発症予防には予防内服があります。同時に行い 

『ダブル予防』という方法もあります。インフル発症を抑える方法として、治療に

使用する抗インフルエンザ薬を予防目的で服用する予防内服（予防投与）があります。
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❶ワクチン接種と予防投与の違いは、

即効性が最大の強み 

但し 予防内服の添付文書では「イン

フルエンザウイルス感染症を発症して

いる患者の同居家族または共同生活者

であって、65歳以上の高齢者、慢性呼吸

器・心疾患患者、代謝性疾患患者、腎機

能障害患者」が対象とされています。 

受験生への処方は適応外使用となりま

すが、臨床現場では広く行われています。 

 

❷予防内服薬には、内服薬としてオセル

タミビル（タミフル後発品）と吸入薬 

イナビル（ラニナミビル）の 2剤であり、 

専門医療機関で相談ください。 
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